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熱い思いを持ち続けること 

桜の季節も終わり、山の木々が緑の柔らかさ競い合う

自然のきれいな頃となりましたが、皆様にはますますご

健勝にてご活躍のことと心よりお喜び申し上げます。 

 当センターも開設してから早３年が経過し、４年目を

迎えております。ご家族と市ご当局の積極的なご支援、

ご指導を頂戴し一定の高評価を得て、障害児の地域セン

ターとしての機能も備えつつあります。これらに励まさ

れ、職員も一層やる気を燃え立たせ、このセンターをも

っともっと良いものに高いところへと導けたらと頑張

っているところです。現在障害児２３名に利用して頂い

ておりまして、定員いっぱいのところまでなっておりま

す。 

さてこの子たちもやがて何年かすれば、学校を卒業し

大人になっていくわけでして、この子たちの進路も当然

気にしないわけにはまいりません。しかし、現実のとこ

ろ施設は不足し、経済のグローバル化に伴い商品の生産

は世界の労働力のより安いところに移っていってしま

いこの子たちの作業・仕事を探すのが非常に厳しくなっ

てきています。 

   ●●●春休みの活動報告●●●     

 

 

 

      梨のせん定作業 

 ３月１日あわら市池上に 

ある梨園で、坂井農林総合 

事務所の谷口さんに講師に 

来ていただき、保護者会の 

役員の方と梨の木のせん定 

作業を行いました。まだ 

冷たい風が吹く中での作業 

となりましたが、秋の収穫を願って一枝一枝手にとっ

ては切り、子どもたちも落ちた枝をいっしょうけんめ

い集めてくれました。 

●保護者会役員紹介●  

有馬 朋広氏（保護者会代表） 

加藤 和裕氏（地区代表） 

     坪田 憲泰氏（地区代表） 

     加藤 隆弘氏（地区代表） 

 

 

 

 

 永平寺町の鳴鹿大堰に行きました 

えちぜん鉄道に乗りました 
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そこで、私と職員の中で「食の安全・安心は金では

買えない」という昨今の日本の食糧事情を勘案しまし

て、農業に取り組もう、そしてそれをこの子たちの一

つの仕事にならないかという事で、農業を実験的に実

践しノウハウをためこむことにしようということで

動き出しました。（昨年は農作物の収穫もありました）

これらの思いは各方面に好意的につながり、この４月

にはビニールハウスを設置し、来年にはその横の作業

棟を建設しようとの夢も現実味も帯びてきておりま

す。 

 何でも最初は親の思い、情熱の熱さから始まり、そ

れがやがて周囲にその熱が伝わり、そして最後にその

夢が現実化してゆくということは、いつの時代、どこ

の世界でも同じです。 

私たちはいつもこの「熱さ」を忘れずに持ち続けれ

ば、きっと子どもたちの幸せにつながっていくことを

確信しております。いつまでも「夢」を「熱さ」を持

ち続けましょう。それが私たちの「義務」であり「幸

福」なのですから。 

            理事長  田崎 健治 

 

  

マジックショーに 

興味津々！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

●編集後記● 

この春からホームセンターで花や野菜苗を買って

きて家族に教わりながら育てています。水やり、肥料

やり、草抜き…手間暇かける分、苗はすくすく育って

いき、おもしろみが分かってきた今日この頃です。                  

(智） 

  

 

  
         4 月から職員として働くこと

になりました。まだまだ始まっ

たばかりで手探りの状態では

ありますが、元気に通うこども

たちと一緒に日々成長してい

きたいと思います。ピカピカの 

「1 年生」らしく、新たな気持ちで張りきっていくので 

よろしくお願いします。 

   ～京都一泊視察研修報告～ 

 ３月１７日（火）～１８日（水） 

「春日住民福祉会」自治会による福祉 

「まちの学び舎ハルハウス」障害者サロン 

近くに北区総合支援学校があり放課後、先生と一緒に

来て利用している。支援学校の先生とも話をさせていた

だきました。 

「姉小路サロンひだまり」生活支援総合センター 

「とねりこの家」子育て支援いきいきセンター 

街の縁側として、子育て駆け込み寺の役割になって

いて「育児の帳じり合わせ」

「人生の帳じり合わせ」の言

葉が印象に残っています。          

（黒坂） 

   
 １月２５日に開催された「あなたの成人を祝う会」に

金谷一樹さんがお母さんと一緒に参加されました。 

当センターを利用して頂いた仲間の最初の成人で

す。今のままの明るさと元気をいつまでも！頑張れ

一樹さん！！ 

         

   
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を設置しました。 

５月１２日に嶺北消防署の方に来ていただき、スタッフ全

員がいざという時に対応できるよう、ＡＥＤの操作法を習

うと共に、避難誘導訓練も行います。 

●●●第２回保護者会研修会報告●●● 

 ２月２０日（金）講師に「ぽると療育室」の内田彰夫さんを招き、「支援ツール作成」につい 

て教わりました。 

①言葉で伝えられるよりも、視覚的な手がかりがある方が情報を処理しやすい自閉症 

の子に対しては写真や絵カードを用いること、②例えば、数が数えられなくても目の前の 

容器に全部入れれば 10個セットできるシステムを用意すれば１人でできるということ 

(作業や仕事の場面で活かされます)、③例えば、着脱の一連の動作を１つずつ文字や 

絵、写真にした手順書を用意すれば、一人で確認しながら進められる、そしてその手順 

書の最後（ゴール）にはその子の好きなもの（強化子）を用意することで動機づけすること 

ができる。 

上記は教わったもののごく一部ですが、具体的な支援ツールを学びました。その後、 

実際に保護者の方がお子さんにどんな場面でどんなツールを用いるかを演習し、生活場面での取り入れ方など意見

交換しました。 

 おしらせ第３回研修会は５月２２日（金）午後７時～「就労の現場」について現場職員の方よりお話ししていただく予

定です。第４回研修会１０月１７日（土）午前１０時～、第５回２月７日（日）午前１０時～を予定しています。 

 

黒崎 啓悟 

 

 

 

～保護者会行事のお知らせ～ 

・６月２０日（土）親子日帰り小旅行 

・８月８～９日（土、日）お泊り会 

・９月２７日（日）お楽しみ収穫祭 

 

 


